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家畜人工授精用精液、家畜体内受精卵及び家畜体外受精卵の採取及び処理等の工程 

における取り違え等を防止するための留意事項等 

 

１ 取り違えや誤った混合の防止策について 

家畜人工授精用精液、家畜体内受精卵及び家畜体外受精卵（以下「精液等」という。）

の採取及び処理等に際しては、複数の家畜から採取した精液や受精卵等の取り違えや誤

った混合（以下「取り違え等」という。）をすることのないよう、採取及び処理等の工程

において以下に留意して作業を行うこと。 

（１）家畜人工授精用精液の採取及び処理 

① 家畜人工授精用精液の採取（以下「採精」という。）やその後の希釈などの処理に

用いる容器等（採精管、ビーカー等）については、予め雄畜名、識別できる記号又

は番号等を記載したラベルの貼付やタグの取り付け等により、他の雄畜から採取し

た精液に用いる容器等と容易に識別ができるように措置する。また、採精に用いる

器具（人工膣のゴム内筒、採精管等）はよく洗浄し、滅菌等されたものを使用し、

雄畜ごとに交換するなど取り違え等が生じることのないように留意する。 

② 採精を開始する前に、採精する雄畜と採精に用いる容器等の識別内容が一致して

いることを確認する。（例）牛：個体識別番号、豚：品種・耳刻・耳標 等 

③ 家畜人工授精用精液に希釈液や保存液等を添加し、処理する際においても、容器

等の識別措置を継続するとともに、容器や器具同士の接触により取り違え等が生じ

ることのないように留意する。 

④ 処理した家畜人工授精用精液を最終的にストロー等の容器に収める際にも、事前

にストロー等の表示内容（雄畜の名前、採取年月日等）が正しいことを確認する。 

⑤ 家畜人工授精用精液の採取及び処理に係る記録は作業工程ごとに行うとともに、

チェック表等を用い、作業者等を記録する。なお、記録漏れや例えばストローの生

産本数が精液を採取した量に比して多いなどの作業工程での誤りが疑われる場合に

は、直ちに生産や販売を中止する。 

（２）家畜体内受精卵の採取及び処理 

  ① 雌畜から家畜体内受精卵の採取（以下「採卵」という。）に用いる容器等（子宮灌

流液の回収瓶等）については、予め雌畜名、識別できる記号又は番号等を記載した

ラベルの貼付やタグの取り付け等により、他の雌畜から採取した家畜体内受精卵に

用いる容器等と容易に識別ができるように措置する。また、採卵に用いる器具（バ

ルーンカテーテルやシリコンチューブ等）はよく洗浄し、滅菌等されたものを使用

し、雌畜ごとに交換するなど取り違え等が生じることのないように留意する。 

② 採卵を開始する前に、採卵する雌畜と採卵に用いる容器等の識別内容が一致して

いることを確認する。 

③ 家畜体内受精卵を処理（検卵、洗浄等）する際においても、容器等の識別措置を

継続するとともに、処理に用いる器具（シャーレ、パスツールピペット等）は雌畜

ごとに交換するなど取り違え等が生じることのないように留意する。



 

④ 処理した家畜体内受精卵を最終的にストロー等の容器に収める際にも、事前にス

トロー等の表示内容（家畜体内受精卵証明書番号等）が正しいことを確認する。 

⑤ 家畜体内受精卵の採取及び処理に係る記録は作業工程ごとに行うとともに、チェ

ック表等を用い、作業者等を記録する。なお、記録漏れや作業工程での誤りが疑わ

れる場合には、直ちに生産や販売を中止する。 

（３）家畜体外受精卵の生産 

  ① 卵巣から未受精卵を採取する際に用いる容器等（卵胞液の回収瓶、シャーレ等）

については、予め雌畜名、識別できる記号又は番号等を記載したラベルの貼付や、

マーカーによる識別番号の記載等により、他の雌畜から採取した未受精卵に用いる

容器等と容易に識別ができるように措置する。また、卵巣から未受精卵を採取する

際に用いる器具（針、シリンジ等）は、雌畜又は処理ロットごとに交換するなど取

り違え等が生じることのないように留意する。 

② 卵巣から未受精卵を採取する前に、採取する雌畜（とたい又は生体）と採取に用

いる容器等の識別内容が一致していることを確認する。 

③ 未受精卵又は家畜体外受精卵を処理等（検卵、培養、家畜体外授精（以下「媒精」

という。）等）する際においても、容器等の識別措置を継続するとともに、処理等に

用いる器具（シャーレ、パスツールピペット等）は、雌畜又は処理ロットごとに交

換するなど取り違え等が生じることのないように留意する。 

④ 媒精に複数の雄畜の家畜人工授精用精液を用いる場合は、③に加え、媒精に使用

する器具（パスツールピペット等）を雄畜ごとに交換するとともに、媒精用シャー

レ等には、雄畜名、識別できる記号又は番号等をマーカーにより記載するなどし、

他の雄畜の家畜人工授精用精液に用いるものと容易に識別ができるように措置する。 

⑤ 生産した家畜体外受精卵を最終的にストロー等の容器に収める際にも、事前にス

トロー等の表示内容（家畜体外受精卵証明書番号等）が正しいことを確認する。 

⑥ 家畜体外受精卵の生産に係る記録は作業工程ごとに行うとともに、チェック表等

を用い、作業者等を記録する。なお、記録漏れや作業工程での誤りが疑われる場合

には、直ちに生産や販売を中止する。 

 

２ 家畜改良増殖法の違反等について 

家畜改良増殖法第13条第４項において、精液等には、それぞれ家畜人工授精用精液証

明書、家畜体内受精卵証明書又は家畜体外受精卵証明書（以下「証明書」という。）を添

付しなければならないと規定されている。また、同法第 14 条第１項及び第２項におい

て、証明書が添付されていない精液等の譲渡、注入及び移植が禁止されている。このた

め、故意又は過失にかかわらず、記載内容に誤りのある証明書が添付された精液等を譲

渡等する行為は同法に違反する。 

精液等を採取、処理及び生産する獣医師及び家畜人工授精師は、このことを十分に認

識した上で業務に当たるとともに、精液等の取り違え等の問題が発生した場合は、家畜

人工授精所が所在する都道府県等に速やかに報告し、指示を仰ぐこと。 


